
コ
ン
ク
リ
構
造
物
補
修
へ

H
J
C
M
A
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
加
東
京
H

亜
硝
酸
リ
チ
ウ
ム
圧
入
に
熱
視
線

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
長
寿
命

7
iト
構
造
物
の
補
修
・
補
強

化
に
向
け
て
|
。
コ
ン
ク
リ
一
に
関
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
山
東

l
ト
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
一
京
」
を
東
京
・
江
東
区
の
東

(
J
C
M
A、
徳
納
武
使
会
一
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
聞
き
、

長
)
は
日
目
、
「
コ
ン
ク
リ
一
ト
人
勢
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
技
術

一
者
ら
が
参
加
し
、
「
亜
硝
酸

一
リ
チ
ウ
ム
圧
入
工
法
」
な
ど

一
の
講
演
に
熱
心
に
耳
を
傾
け

一
た
日
写
真
。

一
冒
頭
、
主
催
者
代
表
で
挨

一
拶
し
た
徳
納
会
長
は
「
協
会

一
は
広
島
で
日
年
前
に
発
足
し

一
た
。
出
島
は
、
ア
ル
カ
リ
シ
リ

一
カ
反
応
や
塩
害
、
融
雪
剤
に

よ
る
直
一
口
が
多
い
地
域
で
、
そ

の
厳
し
い
環
境
の
中
で
コ
ン

ク
リ
ー
ト
補
修
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
失
敗
し
な
い
補
修

工
法
の
1
つ
は
亜
硝
階
リ
チ

ウ
ム
の
正
人
工
法
で
あ
り
、

こ
の
工
法
は
塩
害
や
A
S
R

対
策
と
し
て
高
い
評
価
を
得

て
い
る
」
と
述
べ
る
と
と
も

に
、
「
新
し
い
技
術
も
取
り
入

れ
て
お
り
、
そ
の
l
つ
は
I

H
Iイ
ン
フ
ラ
一
シ
ス
テ
ム
の

分
光
分
析
を
用
い
た
非
破
壊

コ
ン
ク
リ
ー
ト
診
断
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
」
と
語
っ
た
。

徳
納
会
長
は
ま
た
「
亜
硝

酸
リ
チ
ウ
ム
の
圧
入
工
法

は、

3
つ
の
N
E
T
-
s技

術
の
組
み
合
わ
せ
で
、
土
木

学
会
・
材
料
学
会
・
コ
ン
ク
リ

ー
ト
工
学
会
等
で
多
一
く
発
表

さ
れ
、
国
内
各
地
で
多
一
く
採

用
さ
れ
て
い
る
技
術
」
と
述

べ
、
全
国
的
に
注
目
度
の
高

い
工
法
で
あ
る
こ
と
を
強

調
。
「
と
賛
問
い
た
だ
け
る
β

と
一
緒
に
補
修
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
」
と
語
り
、
協
会

へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
。

国
土
交
通
省
の
深
津
淳
志

大
臣
官
房
技
術
審
議
胃
が
来

賓
挨
拶
。
講
演
の
第
一
部
は
、

同
川
豊
章
京
都
大
学
大
学
院

教
授
に
よ
る
「
丈
夫
で
美
し

く
長
持
ち
す
る
市
民
社
会
を

ー
シ
ナ
リ
オ
デ
ザ
イ
ン
の
す

す
め
1
」
と
題
し
た
基
調
講

演
が
行
わ
れ
た
。

第
一
一
部
は
、
同
協
会
の
江

良
和
徳
技
術
委
員
長
が
「
コ
ン

ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
調
査
・
診

断
・
補
修
設
計
か
ら
補
修
工
事

.
、
場
跡
調
査
ま
で
」
と
題
し
て

講
演
。
亜
硝
鞭
リ
チ
ウ
ム
を
用

い
た
効
果
的
な
補
修
正
法

ゃ
、
実
際
の
補
修
事
例
と
追
跡

調
査
の
結
果
な
ど
を
詳
し
く

解
説
し
た
。
第
三
部
は
、

I
E

I
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
戸

田
勝
哉
氏
に
よ
る
講
演
「
分
光

分
析
を
用
い
た
非
破
壊
コ
ン

ク
リ
ー
ト
診
断
シ
ス
テ
ム
の

紹
介
」
が
行
わ
れ
た
。

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
同
日

の
東
京
会
場
に
続
い
て
は
日

に
大
阪
会
場
(
大
阪
国
際
会

議
場
)
が
聞
か
れ
る
。


